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  ２０２２ 年度（令和 ４ 年度）学校評価自己評価表  
 

 

 

Ⅰ 福山市 
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鷹取中学校区 校番 ４ 福山市立鷹取中学校 
   

 最終更新日 202２年（令和４年）４月４日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち,変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと,各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し, 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら,子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

・基礎学力はおおむねついている
が，思考力や表現力に課題がある。 

・コロナ禍で人とのつながりが希薄
になり，地域であいさつができな
い子どもや人間関係で悩む子ども
が増えてきている。 

・長欠・不登校の子どもの数が増え
ている。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理

観”) 

知識・技能   課題発見・解決力  主体性 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 
気づき  考え  行動する 子ども 

中学校区として 
統一した取組等 

・子どもたちが通いたくなる教育活動の推進 

・SDGｓをふまえたふるさと学習を通して地域に貢献できる子どもの育成 

・個性や能力が発揮できる学校組織づくり 

 

現 状 

＜生徒＞            

〇生徒は非常に素直で，課題等やらなければならないことはやろうと努力する

生徒が多い。しかし，自ら進んで学習に取り組んでいる生徒の割合 78.9%，

自らの学習を振り返り，課題ややってみたいことを見つけることが出来る生徒

の割合 70.2%と，いずれも 80％を下回り，主体的に学ぶ力が十分について

いるとはいえない。 
 

＜授業＞ 

〇各教科 ICT を活用し，生徒の学習意欲を高める工夫をしながら授業を進め

ている。しかし，授業の中で指導者があらかじめ教材や方法等をすべて準備し

ており，子どもが，見通しをもって単元内で自分の学習計画を立て，時間管理

をし，課題も自分で考え探究し，振り返りを通して学びを何らかのかたちで報

告，表現していくことが出来ている教科が少ない。子どもたちが，自分の学び

方を選び，学びをデザインできるような授業を目指したい。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理  

観”) 

知識・技能 課題発見・解決力 主体性 

めざす 

子ども像 
 

課題の解決に必要な知

識及び技能を身に付け

ている。 

問いを見いだし,その解決にむけて仮

説を立てたり,結果を予測しながら実

行したり,調査して得た情報を元に自

分の考えを形成・表現したりするとと

もに,仲間と互いの考えを伝え合うこ

とで多様な考えを理解したり,集団と

しての考えを形成したりすることな

どをとおして課題解決したことを,次

の課題発見・解決につなげていくこと

ができる。 

すべての学習や活動に主

体的・協働的に取り組むと

ともに,仲間と互いの良さ

を生かしながら,持続可能

な社会を実現するための

行動の仕方を考え,自ら社

会に参画しようとしてい

る。 

   

研究 

テーマ 主体的に問い続ける生徒の育成 

内容等 自分で自分の最適な学び方を判断し調整できる生徒（自己調整学習者）の育成 

めざす授業の姿 

 

・考える仕掛けのある授業         分かる・できたを感じる授業 

・多様な自己表現の場がある授業      学びが面白いと感じる授業 

・学びの価値が感じられる授業       もっと知りたいと感じる授業 

・子どもが自ら「決められる」場がある授業   次へ繋がるふりかえりのある授業  

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

・子どもたちが通いたくなる学校づ
くりを引き続き進めて欲しい。 

・気持ちのよいあいさつが校内でで
きていても，学校を離れるとなか
なかできていない状況がある。登
校支援をしている方や地域でお世
話になっている方には，気持ちの
良いあいさつができるよう指導し
て欲しい。 

 

ミッション 

霞小・光小と連携して「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成を図ることを

通して,地域に誇れる学校を創造する。 

 
学校教育目標 

主体的に学び,未来を創造できる生徒の育成 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

１ 子どもたちが通

いたくなる教育

活動の推進  

 

★ 新

規 

・「分かった・で

きた」が実感

できる授業づ

くりを推進す

る。 

・個に応じたき

め細やかな支

援を工夫す

る。 

・各教科生徒自ら学び
方を選び，学びをデ
ザインする場を設定
する。 

・各授業で自分の学び
方等についてのふり
かえりをさせ，それ
に対して適切なフィ
ードバックを行う。 

・縦割り集団で活動す
る場を設定し，リー
ダーを中心に生徒主
体の行事づくりを進
める。 

・全国学力学習
状況調査及び
生徒質問紙 

・生徒アンケー
ト 

・教職員アンケ
ート 

・長欠・不登校
生徒の割合 

    

 

 
   

 

１ SDG ｓを踏

まえたふるさ

と学習を通し

て地域に貢献

できる子ども

の育成 

 見

直

し 

・住み続けられ

るまちづくり

を目指し，地

域の課題を発

見し，解決に

向けた取り組

みを進める。 

・地域の人の意見を聞
きながら，地域の課
題を発見し，解決に
向けた取組を進め
る。 

・明るく住みやすいま
ちを目指し，本校の
スローガン「笑顔で
あいさつ日本一」に
校内外で取り組む。 

・生徒アンケー
ト 

・保護者アンケ
ート 

・講師等お願い
した人のアン
ケート 

         

１ 個性や能力が

発揮できる学

校組織づくり 

 新

規 

・働き方改革の意

義を理解し，教

職員一人一人が

目標を立て，実

践する。 

・教職員一人一人が設
定した目標を，管理
職が定期的に達成状
況を確認し，指導・助
言する。 

・定時退校日は、緊急な
場合以外は、確実に
定時に退校する。 

・時間外勤務時
間４５時間以
内の達成率 

・教職員アンケ
ート 

・100NEN教育
アンケート 

      
 

  

福山市立鷹取中学校 
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[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ,状況の変化,
問題が生じた際は,協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ,状況の変化,問題が
生じた際は,協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ,状況の変
化,問題が生じた際は,協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く,状況の変化,問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず,状況の変化,問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し,十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し,望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し,一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り,成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り,成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


